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蒲郡東高校は平成２９年度に創立５０周年を迎えました
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１ 学校生活全般について

Ｑ１ どのような学校づくりを目指していますか。

○主体的に生きることのできる生徒、つまり、自ら考え判断をして行動できる生徒の

育成を目指している学校です。

○本校のモットー

・師弟同行 （学び合い高め合う学校づくり）
し ていどうぎよう

・文武両道

・全職員態勢

○一人ひとりの夢の実現を支援する学校です。そして、進学校として国公立大学等に

合格するための学力を養います。

Ｑ２ 高校は中学校とはどのような点が違いますか。

○高校は自らの意志で、目標の実現に向けて勉強するところです。

○進級や卒業するためには、本校の教育課程に定められた教科・科目の授業に出席し

て、ある一定の成績を収めなければなりません。

○２年生からは、文型、理型の２類型に別れます。将来の進路を考えて、１年生でど

の類型にするか決めます。

○３年生では、２年生で選択した類型にそのまま進みますが、文型では主に私立大学

を第一希望とする文Ⅰと、国公立大学への進学を第一希望とする文Ⅱに分かれます。

○文型は英語、国語、地理歴史、の授業が多く、理型は数学、理科の授業が多くなっ

ています。

○類型の決定については、生徒一人ひとりの進路希望を尊重しながら、担任の先生と

の面談、進路相談、保護者懇談、進路希望調査等をとおして行います。

○先生方が親身になった相談に乗ってくれるので安心してください。

Ｑ３ 蒲郡東高校の歴史や規模を教えてください。

○本校は、「地元に進学校」をという地域社会の強い要望に基づいて作られた普通科

の高校です。平成２９年度に、創立５０周年を迎えました。

○第２，３学年は６クラス、第１学年は５クラスで、男女共学です。

○本校に対する地元の期待は大きいです。15,000余りのＯＢ・ＯＧが地元を中心に大

活躍し卒業生を支えています。

Ｑ４ どのような中学校から進学してきていますか。

○本年度の１年生は、蒲郡市内中学校出身者が約４５％、豊川市内中学校出身者が

約３２％、豊橋市内中学校出身者が約２１％となっています。

○蒲郡市内の中学生の皆さんがたくさん進学してくれることを願っています。



Ｑ５ 蒲郡東はどんな生徒を望んでいますか。

○勉強と部活動、そして行事に一生懸命取り組むことのできる生徒、そして他者を尊

重し仲間と共に自らを成長させようとする生徒を望んでいます。

「文武両道」

Ｑ６ 蒲郡東の教育目標は何ですか。

○高い知性と豊かな情操を養う

○不撓不屈の精神を養う

○確固たる信念と健全な判断力を養う

２ 学習について

Ｑ７ どのような教科・科目を勉強しますか。

○英語、数学、国語、理科、地理歴史・公民、保健体育、家庭科などに加え、１年次

では芸術科目（音楽、美術、書道）を選択で学びます。

○２年次からの文型では英語、国語、地理歴史の授業が増えます。理型では数学、

理科の授業が多くなります。具体的な科目については、学校案内を参照してくださ

い。

○大学受験に対応できる授業が組まれています。

○高校での勉強は以下の３点が大切になります。

・知識・技能をしっかりと身に付けること。

・思考力・判断力・表現力を身に付けること。

・主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度

○蒲郡東ではこのような力と態度を育てるため

基礎基本の徹底と、「主体的・対話的で深い学び」

の実現を目指します。

Ｑ８ 高校での勉強について、大切なことはどんなことですか。

○毎日の授業を大切にすること。

○家庭学習（予習・復習）を大切にすること。

○新聞や本を読んだりするなどして、様々なことに興味・関心を持ち、視野を広げ

ること。

○自分の意見が自分の言葉で表現できること。

Ｑ９ 蒲郡東の授業ではどのようなことを学びますか。



○基礎的・基本的な知識をしっかりと身につけます。

○思考力・判断力・表現力を養います。

○学んだ知識を使って、社会と関わる力やより良く人生を送る力を育てます。

蒲郡東高校では、少人数指導によるきめ細やかな授業を展開しています！

Ｑ10 高校でのテストには、どのようなものがありますか。

下の表は１年生の例です。一人ひとりの生徒の進路実現に向けて手厚く指導がなされ

ます。

４月 オリエンテーションテスト 10月 第２学期中間考査

５月 第１学期中間考査 10月 校外模擬試験

６月 第１学期期末考査 11月 第２学期期末考査

７月 校外模擬試験 １月 課題実力テスト

８月 課題テスト １月 校外模擬試験

９月 課題実力テスト ２月 学年末考査

３ 進路について

Ｑ11 高校卒業後の進路はどのようになっていますか。

○多くの生徒が４年制大学、短大などへ進学しますが、短大・専門学校や就職など幅

広い進路に対応できます。

○過去３年間の主な進学先

国公立大 愛知教育大学 静岡大学 三重大学 岐阜大学 富山大学

信州大学 山梨大学 室蘭工業大学 山形大学 鳥取大学 島根大学

琉球大学 愛知県立大学 豊橋技術科学大学 静岡文化芸術大学

静岡県立大学 長野大学 諏訪東京理科大学 滋賀県立大学

秋田県立大学 前橋工科大学 広島市立大学 島根県立大学

公立鳥取環境大学 福岡県立大学 宮崎公立大学 名桜大学

私立四大 明治大学 関西学院大学 立命館大学 南山大学 愛知大学

中京大学 名城大学 愛知工業大学 藤田保健衛生大学 至学館大学

愛知学院大学 愛知学泉大学 愛知淑徳大学 金城学院大学

椙山女学園大学 星城大学 大同大学 中部大学 豊橋創造大学

名古屋外国語大学 名古屋学芸大学 名古屋学院大学 名古屋芸術大学

名古屋女子大学 日本福祉大学

私立短大 愛知大短大部 岡崎女子短大 豊橋創造大短大部 愛知学院大短大部

愛知学泉大短大部

専門学校 蒲郡市立ソフィア 県立愛知看護 豊橋歯科衛生士 東三河看護



愛知県立総合看護

就 職 蒲郡消防 名古屋鉄道

Ｑ12 このような進路実績が出るのは何故ですか。

○早朝補習や夏休み等長期休業中の学習会、そして土曜補習などがあります。

○ほぼ全員が自主的に参加しています。

○授業と家庭学習、補習や学習会への取り組みで、実力を身に付けることができます。

○蒲郡東高校に進学すれば塾に行く必要はありません。

しかし本校では、生徒の皆さんに「大学進学のための学力」だけでなく、大学進学

後も自ら未来を切り開くことのできる真の学力を養いたいと考えています。

○「総合的な探究の時間」における充実したキャリア教育

○１，２年生全員にインターンシップを実施。

これらを通して一人ひとりの夢を見つけ、実現する支援をしています。

４ 部活動について

Ｑ13 部活動がとても盛んだと聞きましたが。

○１３の運動部があります。

弓道、剣道、卓球、テニス、サッカー、バスケットボール、バレーボール、

野球、陸上競技、ソフトボール、ハンドボール、ヨット、ソフトテニス

○７の文化部があります。

華道、茶道、写真、美術、吹奏楽、演劇、放送広報

○どの部活も活気があり、先輩と後輩の仲が良いです。

○参加は自由登録制ですが、全校で約８７％の生徒が部活動に登録し、活動していま

す。

○体育館や運動場等では、部活動に打ち込み汗を流している生徒でいっぱいです。

○東 海 大 会 出 場：ヨット部、卓球部

県 大 会 出 場：野球部、陸上競技部、ハンドボール部、ソフトテニス部、

弓道部、卓球部、演劇部、写真部

（上記実績は過去３年間のものです）



Ｑ14 部活動は毎日ありますか。

○どの部活動も休養日を設けています。土・日などは練習試合が組まれることもあり

ます。

○勉強と部活動との両立を図るため、試験週間は原則として部活動は中止となります。

○日頃の練習の成果を試すために、部活によっては県外の高校へも出かけます。

○文化部は、各部によって活動状況が異なります。

Ｑ15 部活動は何時に終わりますか。

○４月～１０月上旬は、１８時００分までです。

○１０月中旬～３月は、１７時３０分までです。

○ただし、公式試合等が３週間以内に迫った時などは、１時間程度活動が延長され

る場合があります。

５ 国際交流・異文化体験について

Ｑ16 蒲郡東では国際交流に力を入れていると聞きましたが。

○蒲郡東高校は、異文化を体験し理解を深めるため、また使える英語を身につけるた

めに国際交流に力を入れています。



Ｑ17 具体的にどのようなことが行われていますか。

○本校から毎年オーストラリア・ヴィクトリア州に研修に行っています。Victoria
Study Tourの頭文字をとって「VST」と呼んでいます。本年度のＶＳＴ参加者は、
生徒１４名、教職員３名、ＰＴＡ１名でした。受け入れの関係で、生徒の最大参加

可能数は１６名です。

○ヴィクトリア州の学校との交流は、今年で３０年目となりました。長い歴史の中で

育まれた信頼関係は、蒲郡東高校の貴重な財産となっています。また、ホームステ

イに関わる費用は、オーストラリア側が負担してくれるため、他校より安い料金で

研修に参加できることも大きなメリットです。

○友好校であるローズバッド校から日本研修旅行の一環として２年に１度本校を訪れ

ます。Japan Study Tourの頭文字をとって「JST」と呼んでいます。

Ｑ18 VSTの概略を説明してください。

○本年度のＶＳＴは、７月２８日に出発し、８月７日に帰着しました。１０泊１１日

の日程です。ヴィクトリア州の州都、メルボルンに着くと、友好校であるローズバ

ッド校での研修に入ります。

○原則として、生徒一人一人が別々のホストファミリー宅で、約１週間のホームステ

イを体験します。このことにより、１週間後には、ほとんど全ての生徒が中学と高

校で身に付けた英語とジェスチャーでコミュニケーションが取れるようになりま

す。

○ホームステイ期間中は、ローズバッド

校での授業体験、学校行事への参加、

野外活動公園などの校外学習、ホスト

ファミリーとのドライブ、バーベキュ

ーパーティーなど充実した研修を受け

ることができます。

○ホームステイ最終日は、涙を流して別

れを惜しむ場面が毎年見られます。オ

ーストラリアの皆さんの心のこもった

おもてなしは、参加生徒にとって一生 忘れることができない貴重な体験とな って

います。

Ｑ19 VSTに参加した生徒の感想はどのようなものですか。

○参加者ほぼ全員が「英語をもっと勉強したいと思いました。」「大学に入ったらま

た必ず行きます。」「これほどホストファミリーが親切にしてくれるとは思いません

でした。」などの、感激に満ちた意見や感想を語っています。

Ｑ20 JSTの概略を説明してください。



○ローズバッド校の生徒が１週間ほど本

校の生徒宅にホームステイをします。

隔年で実施しています。

○ローズバッド校の生徒が、日本の高校

生活や日常生活を体験し学習するお手

伝いをします。本校の生徒も日本にい

ながら異文化交流を体験します。

○昨年度は、１４日から２０日まで来日

しました。体育大会にも参加し、学校行事を通して一層交流が深まりました。

６ 学校行事、ボランティア活動について

Ｑ21 蒲郡東は学校行事に積極的に取り組んでいると聞きましたが。

○主な学校行事には次のようなものがあります。

修学旅行（２年生）、遠足（１・３年生）、クラスマッチ、スポーツフェスティバ

ル、勤労体験学習、芸術鑑賞会、文化祭、体育大会などやＰＴＡ主催の「蒲とん汁」

です。

○本年度、２年生は沖縄への修学旅行を実施しました。平和学習と沖縄の地の文化や

歴史を知ることを根幹にすえた修学旅行です。１日目はひめゆり平和資料館や平和

の礎、糸数壕を巡り平和学習をしました。２日目は美ら海水族館を訪れた後、マリ

ンスポーツ、琉球ガラスのグラス製作など各コースに分かれて体験活動を行いまし

た。最終日には、国際通りに立ち寄りました。楽しい思い出をたくさん作ることが

できました。

○１１月初めの芸術鑑賞会では、音楽、古典芸能、演劇を順番に鑑賞しています。毎

年たいへん好評で、全校生徒が楽しいひとときを過ごしています。

○２学期終業式の日には、ＰＴＡの皆さんによって、大鍋を使って料理された豚汁（通

称「蒲とん汁」）が、生徒たちに振る舞われます。生徒、保護者、教員の心暖まる

交流の場にもなっています。

Ｑ22 文化祭や体育大会について説明してください。

○５２年目を迎える本年も、昨年度に続き文化祭、体育祭の充実化を図り、大きな盛

り上がりを見せました。

○本校では例年９月上旬に文化祭、体育祭をまとめて「橘祭（たちばなさい）」と

して実施しています。文化祭の期間は２日間あり、計３日間にわたる大規模な学校

祭となっています。文化祭は、生徒会企画を中心としたオープニング企画から始ま

り、文化系の部活動（お茶会、美術展、華道展、吹奏楽演奏、演劇部発表、写真展等の

各種展示）の発表のほか、クラス発表や音楽、ダンス等の有志発表、先生の似顔絵

展、チャリティーバザーなどがあり、質、量ともに充実したものになりました。

○体育祭は、昨年度から３学年がひとまとまりとなる縦割り群団制で実施されまし

た。６つの群団対抗で行われた競技種目では、選手と応援者が一体となって熱い戦

いが繰り広げられました。また応援合戦は迫力があり、大いに盛り上がりました。



Ｑ23 ボランティア活動が盛んだそうですが、なぜですか。

○生徒会が中心になってさまざまなボランティア活動が行われています。具体的には、

大塚地区海岸清掃（大塚小学校・大塚中学校との合同）、海陽ヨットハーバー周辺

の清掃、社会福祉施設の福祉祭り、森の文化祭、市民総ぐるみ防災訓練、種々の募

金活動などがあります。

○蒲郡まつり「大綱引き大会」や蒲郡市商工会が主催するイベントなどにも積極的に

参加しています。

○ボランティア活動には、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ」態度が求め

られます。この態度は未来に生きる子どもたち一人ひとりに必要とされる力です。

蒲郡東がボランティア活動に力を入れているのはそのためです。

修学旅行 応援合戦


